
会期  ||  2021年8月27日金̶ 9月5日日 

主催 || 札幌文化芸術劇場 hitaru、札幌文化芸術交流センター SCARTS （札幌市芸術文化財団）

助成 || 文化庁文化芸術振興費補助金 | 劇場・音楽堂等機能強化推進事業 | 独立行政法人日本芸術文化振興会

会場 ||  札幌市民交流プラザ | クリエイティブスタジオ（3F）

 | 高嶺格 | 
北海道バージョン | 

 | 仮 

出演者募集 || 募集期間：2021年5月20日木 – 6月10日木 | 結果通知：2021年6月22日火
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会期  ||  2021年8月27日金                  9月5日日 
会場 ||  札幌市民交流プラザ | クリエイティブスタジオ（3F）

出演者募集 ||  OPEN CALL

■募集要項
対象 ||  リハーサルに4時間以上、公演に計6時間

          以上（目安）参加可能な方（経験・性別不問）

募集人数 ||  10名程度

応募方法 ||  椅子に座り指定のテキスト※1を朗読している動画データ2種※2（未編集のもの）

を添付し、下記事項を明記のうえメールにてご応募ください。

1. 応募者氏名
2. 応募者氏名（カナ）
3. メールアドレス
4. 電話番号

募集詳細 ||  
・ 指定のテキスト※1を札幌文化芸術劇場 hitaruのウェブサイトからダウンロードしてください。

・ 朗読している動画データ2種※2をお送りください。

1種目 |  情感を込めて読んでいるもの
2種目 |  情感を込めずに淡 と々読んでいるもの
※動画のアングルは全身が映るように固定してください。

・ 詳細は右記二次元バーコードか、

札幌文化芸術劇場 hitaruのウェブサイトをご覧ください。
https://www.sapporo-community-plaza.jp/theater.html

宛先 ||  theater@sapporo-community-plaza.jp 
※メール件名に「歓迎されざる者」応募とご記入ください。
※リハーサル・朗読スケジュールの内、現時点でご参加いただくのが難しい日時がありましたら本文にお書き添えください。
※ご応募後、4日以内にデータ受け取りのメールをお送りします。
※動画データでのご応募が難しい場合は5月31日（月）までに、メール又はお電話にてご相談ください。

■スケジュール（予定） ※公演内容により変更になる可能性がございます

リハーサル ||  2021年8月23日月 – 26日木

朗読 ||  2021年8月27日金 – 9月5日日 ※シフト制、1日2～3名（30分～1時間ごとに交代します）

応募に関するお問い合わせ ||  
札幌市民交流プラザ 劇場事業課 ||  札幌市中央区北1条西1丁目 札幌市民交流プラザ4F

TEL ||  011–271–1950 |  9:00–17:00 |  休館日を除く
交通の
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地下鉄 東西線

線
北
南
鉄
下
地

線
豊
東
鉄
下
地

JR札幌駅

札幌市民交流プラザ

北海道庁
旧本庁舎

札幌市
時計台
札幌
市役所

大通 公園 さっぽろテレビ塔

カナモト
ホール

札幌大通地下ギャラリー
500m美術館

至 サッポロファクトリー▶
北3条通

北2条通

北1条通

地下鉄さっぽろ駅

地下鉄 大通駅

川
成
創

赤れんが
テラス

間
空
下
地・
路
通
下
地

西
2

道
歩
下
地
目
丁30

札幌市営地下鉄東西線、南北線、東豊線

「大通」駅30番出口から西2丁目地下歩道より直結 徒歩約2分

さっぽろ地下街オーロラタウンから西2丁目地下歩道直結

概要 ||  OUTLINE

「歓迎されざる者」は、2018年にロームシアター京都で発表された作品です。
ブラックボックスの真ん中で朗読を続ける女性、その周囲で静かにアップダ
ウンする数本の白い瓶。この作品のユニークなところは、美術と演劇の混ざ
り合ったちょうど中間に位置する点です。朗読に耳を傾けながら場内を進ん
でいくと、だんだんと、そこが海の上であるような感覚に陥っていきます。会場
に入って最初に目にした美術的な光景から、最後は演劇の壮大なストーリー
に遭遇したあとのように遠い場所まで連れていってくれる、そんな仕掛けを
持った作品です。
札幌での再制作にあたり、この作品は北海道バージョンとして大幅にアップデー
トされます。さまざまな舞台芸術を開催してきた札幌文化芸術劇場 hitaruと先
鋭的な表現を探究している札幌文化芸術交流センター SCARTS、二つの施設
が共同して制作を進めます。ぜひご期待ください。

略歴 ||  PROFILE

高嶺 格 | たかみね ただす | TAKAMINE TADASU

1968年鹿児島生まれ。社会の中で見えなくなっている問題

を、自身の個人的体験や身体的感覚に引きつけつつ批評

的かつアイロニカルに可視化し、映像、インスタレーション、

彫刻、パフォーマンス、舞台の演出など、多彩な表現形態に

よる作品を発表している。近年の主な個展に「とおくてよく

みえない」（横浜美術館、神奈川／広島市現代美術館、広島／霧

島アートの森、鹿児島／IKON Gallery、バーミンガム、UK、

2011–2012年）、「高嶺格のクールジャパン」（水戸芸術館現代

美術ギャラリー、茨城、2012年）、「Japan Syndrome - Utrecht 

Version」（CASCO、ユトレヒト、オランダ、2013年）など。

お問い合わせ ||  INQUIRIES
作品に関するお問い合わせ

札幌文化芸術交流センター SCARTS ||   札幌市中央区北1条西1丁目 札幌市民交流プラザ2F

TEL ||  011–271–1955 |  9:00–17:00 |  休館日を除く
E-mail ||  scarts@sapporo-caf.org

募集期間：2021年5月20日木 – 6月10日木

結果通知：2021年6月22日火

作品内でテキストを朗読する方を以下の通り募集します。

北海道バージョン |                                       | 仮  
 | 高嶺格 | 


